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教
育
・
文
化

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
学
校

図
書
館
の
充
実
は
学
力
向
上
な
ど
に

ど
う
影
響
し
た
か
。

　

②
学
校
図
書
館
協
力
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
、
情
報
交
換
の
た
め
の
交

流
は
ど
う
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

③
学
校
図
書
館
の
役
割
は
。

教
育
長　

①
情
報
を
活
用
し
た
問
題

解
決
能
力
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

②
中
央
図
書
館
で
資
料
整
理
な
ど

の
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
情
報
交

換
の
場
を
設
け
て
い
る
。

　

③
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
読
書
セ

ン
タ
ー
の
機
能
と
、
自
主
的
な
学
習

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
の
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

①
区

部
と
多
摩
地
区
の
公
立
小
学
校
の
冷

房
化
率
は
。

　

②
冷
房
化
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
対
応
と
今
後
の
方
針
は
。

　

③
都
に
積
極
的
な
財
政
支
援
を
求

め
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

①
平
成
21
年
５
月
現
在
の

調
査
で
は
、
区
部
の
普
通
教
室
の
冷

房
化
率
が
約
95
％
、
多
摩
・
島
嶼
地

域
で
は
約
18
％
、
特
別
教
室
は
前
者

が
約
100
％
、
後
者
は
約
96
％
で
あ
る
。

　

②
冷
房
化
に
は
多
額
の
費
用
が
か

か
る
た
め
、
財
政
負
担
や
費
用
対
効

果
、
環
境
負
荷
の
観
点
か
ら
慎
重
に

検
討
し
て
い
る
。

　

③
東
京
都
市
長
会
か
ら
都
に
財
政

面
の
支
援
を
要
請
し
て
い
る
。

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

①
全
国

体
力
・
運
動
能
力
・
運
動
習
慣
等
調

査
へ
の
参
加
状
況
と
そ
の
結
果
は
。

　

②
体
力
向
上
を
学
校
教
育
の
推
進

事
項
の
柱
の
一
つ
と
す
る
考
え
は
。

教
育
長　

①
平
成
21
年
度
は
小
学
校

13
校
、
中
学
校
４
校
が
参
加
し
、
小

学
校
は
男
子
・
女
子
と
も
に
全
国
平

均
を
若
干
下
回
り
、
都
平
均
を
上

回
っ
た
。
中
学
生
男
子
は
全
国
及
び

都
平
均
を
下
回
り
、
女
子
は
全
国
平

均
を
下
回
り
、
都
平
均
を
上
回
っ
た
。

　

②
小
・
中
連
携
教
育
推
進
の
視
点

の
中
に
体
力
の
向
上
を
掲
げ
て
い

る
。
今
後
は
義
務
教
育
９
年
間
を
通

し
て
児
童
・
生
徒
の
体
力
向
上
を
目

指
し
た
取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

西　

克
彦
議
員
（
共
産
）　

①
小
平

市
立
小
学
校
給
食
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
議
論
と
結
論
を
受
け
と
め
、
給

食
調
理
業
務
の
外
部
化
の
方
向
は
出

さ
な
い
で
ほ
し
い
が
見
解
は
。

　

②
現
行
の
現
場
や
体
制
の
改
善
こ

そ
求
め
た
い
が
ど
う
か
。

教
育
長　

①
今
後
の
あ
り
方
と
し
て

安
全
、
安
心
な
給
食
の
継
続
、
給
食

環
境
の
改
善
、
ま
た
調
理
員
の
定
年

退
職
者
の
増
加
の
見
込
み
、
民
間
事

業
者
の
実
績
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が

進
ん
で
い
る
こ
と
等
の
現
状
を
踏
ま

え
、
検
討
委
員
会
で
の
意
見
も
参
考

に
し
て
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

　

②
食
育
の
充
実
や
食
器
の
改
善
、

衛
生
管
理
の
徹
底
、
栄
養
士
や
調
理

員
の
体
制
の
改
善
も
検
討
し
た
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
市
自
）　

①
国
の

調
査
結
果
に
よ
る
と
小
平
市
の
教
育

費
は
低
い
が
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　

②
多
摩
26
市
の
平
均
額
程
度
ま
で

教
育
費
を
ふ
や
す
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
長　

①
調
査
結
果
に
お
け
る
比

較
で
は
少
な
い
と
と
ら
え
て
い
る

が
、
各
自
治
体
で
教
育
行
政
の
課
題

や
優
先
事
業
等
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
学
校
運
営
上
、
支
障
を
来
す
水

準
で
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

　

②
他
市
と
の
比
較
は
目
安
に
な
る

が
、
今
後
と
も
真
に
必
要
な
経
費
に

は
予
算
措
置
し
て
い
き
た
い
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
玉
川

上
水
と
周
辺
の
自
然
環
境
を
学
校
の

教
材
な
ど
に
す
る
考
え
は
。

　

②
上
水
新
町
一
丁
目
の
保
存
樹
林

の
保
護
、
整
備
に
関
す
る
見
解
は
。

教
育
長　

①
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
堆
肥
づ
く
り
の
た
め
の
落
ち
葉
拾

い
、
清
掃
活
動
な
ど
、
環
境
教
育
の

場
と
し
て
活
用
し
て
お
り
、
今
後
も

地
域
教
材
と
し
て
大
切
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

市
長　

②
小
平
市
土
地
開
発
公
社
が

取
得
を
検
討
し
て
い
る
保
存
樹
林
は

貴
重
な
緑
地
で
あ
る
た
め
、
恒
久
的

に
保
全
で
き
る
よ
う
特
別
緑
地
保
全

地
区
指
定
の
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

【
行
政
一
般
】

・
電
子
媒
体
に
よ
る
文
書
管
理
の
方

　

向
性
は
い
か
に

・
市
が
借
り
受
け
て
い
る
借
地
の
賃

　

料
は
適
切
か

・
前
教
育
長
を
な
ぜ
再
び
特
別
功
労

　

表
彰
の
対
象
か
ら
外
し
た
の
か

・
小
平
市
自
治
基
本
条
例
は
有
効
に

　

機
能
し
て
い
る
か

・
民
間
よ
り
公
務
員
の
給
与
が
低
い

　

と
始
ま
っ
た
役
職
加
算
は
廃
止
を

・
ま
ち
づ
く
り
に
は
地
域
委
員
会
な

　

ど
具
体
的
な
仕
掛
け
が
必
要
だ

・
職
員
の
能
力
と
組
織
の
機
能
は

　

100
％
発
揮
さ
れ
て
い
る
か

・
利
用
者
に
と
っ
て
便
利
な
電
子
自

　

治
体
を
目
指
し
て

・
小
平
市
の
寄
附
制
度
に
緑
の
募
金
を

【
環
境
・
下
水
道
】

・
９
月
の
立
川
市
の
焼
却
炉
の
事
故

　

に
つ
い
て
、
危
機
管
理
が
ひ
ど
過

　

ぎ
る

【
福
祉
】

・
移
動
困
難
者
へ
の
交
通
施
策
の
見

　

直
し
の
た
め
の
検
討
委
員
会
の
設

　

置
を

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
９
月

18
日
の
３
号
炉
の
事
故
に
つ
い
て
、

立
川
市
か
ら
の
情
報
提
供
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
た
か
。

　

②
小
川
橋
交
差
点
の
改
善
の
進
捗

状
況
と
課
題
は
。

市
長　

①
９
月
22
日
に
緊
急
停
止
の

文
書
、
10
月
27
日
に
原
因
調
査
及
び

再
稼
働
の
文
書
が
地
域
自
治
会
長
と

清
掃
工
場
対
策
・
小
平
上
水
新
町
地

区
連
合
自
治
会
事
務
局
長
あ
て
に
送

付
さ
れ
た
。
市
に
は
９
月
27
日
と
11

月
１
日
に
報
告
が
あ
っ
た
。

　

②
都
が
交
通
管
理
者
や
関
係
行
政

機
関
と
の
協
議
等
を
進
め
て
い
る
。

課
題
は
玉
川
上
水
の
現
状
を
変
更
す

る
た
め
に
は
文
化
庁
の
許
可
が
必
要

で
、
橋
梁
構
造
の
研
究
が
必
要
と
聞

い
て
い
る
。

宮
﨑
照
夫
議
員
（
政
和
）　

①
分
流

地
域
で
マ
ン
シ
ョ
ン
等
を
建
設
す
る

際
は
雨
水
吸
い
込
み
槽
の
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
不
公
平
性

を
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
。

　

②
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
積
極

的
な
整
備
を
望
む
が
見
解
は
。

市
長　

①
荒
川
水
系
は
、
都
の
落
合

川
へ
の
接
続
工
事
も
完
了
し
て
お
ら

ず
、
河
川
改
修
も
進
ん
で
い
な
い
こ

と
か
ら
雨
水
の
放
流
を
制
限
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
宅
地
内
処
理
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

②
国
の
補
助
事
業
等
を
積
極
的
に

取
り
込
み
、
必
要
な
建
設
事
業
が
着

実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
ネ
）　

①
就

学
前
の
支
援
を
小
学
校
へ
つ
な
げ
る

た
め
の
取
り
組
み
は
何
か
。

　

②
通
級
指
導
学
級
担
任
に
よ
る
特

別
支
援
学
級
非
設
置
校
へ
の
支
援
の

効
果
と
今
後
の
考
え
は
。

教
育
長　

①
児
童
の
育
ち
の
歩
み
等

を
記
録
し
た
幼
稚
園
幼
児
指
導
要
録

や
、
保
育
所
児
童
保
育
要
録
の
写
し

を
幼
稚
園
や
保
育
園
か
ら
小
学
校
に

送
付
す
る
と
と
も
に
、
希
望
す
る
保

護
者
が
就
学
前
の
子
ど
も
の
状
況
等

を
小
学
校
へ
提
出
す
る
、
こ
げ
ら
就

学
支
援
シ
ー
ト
を
配
布
し
て
い
る
。

　

②
通
級
指
導
学
級
担
任
か
ら
の
専

門
性
を
生
か
し
た
助
言
が
、
そ
の
後

の
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
や
支
援
の

充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
、

拡
充
の
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
特
別

支
援
教
育
総
合
推
進
計
画
の
検
討
の

概
略
と
意
見
反
映
の
状
況
は
。

　

②
５
歳
児
健
診
実
施
へ
の
見
解
は
。

教
育
長　

①
市
民
公
募
委
員
を
含
ん

で
構
成
す
る
本
計
画
の
検
討
委
員
会

で
計
画
の
理
念
や
重
点
施
策
等
を
検

討
し
て
も
ら
い
、
庁
内
委
員
会
で
検

討
委
員
会
の
意
見
を
反
映
し
た
素
案

策
定
を
進
め
て
お
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
も
反
映
し
な
が
ら
策
定
し

て
い
く
。

市
長　

②
国
が
発
表
し
た
乳
幼
児
健

康
診
査
に
係
る
発
達
障
害
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
と
早
期
支
援
に
関
す
る

研
究
成
果
で
見
解
が
分
か
れ
て
い
る

特
別
支
援
教
育
総
合
推
進
計
画

（
前
期
計
画
）の
策
定
に
向
け
て

掲

載

分

以

外

の

質

問

項

目

一般質問

こ
と
、
専
門
医
の
確
保
が
難
し
い
こ

と
等
か
ら
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

①
検
診

の
判
定
に
伴
う
保
護
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
の
防
止
策
は
。

　

②
学
校
歯
科
医
か
ら
検
診
方
法
の

改
善
に
つ
い
て
要
望
は
あ
る
か
。

教
育
長　

①
疾
病
の
疑
い
が
あ
る
場

合
、
保
護
者
に
は
歯
科
受
診
の
お
す

す
め
と
い
う
文
書
を
渡
し
て
い
る

が
、
そ
の
際
、
確
定
診
断
で
な
い
こ

と
を
周
知
し
た
い
。

　

②
照
明
灯
が
上
の
歯
を
下
側
か
ら

照
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
や
、

児
童
・
生
徒
の
椅
子
の
高
さ
が
調
整

し
に
く
い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
備
品
は
、
今
後
計
画
的
に

改
善
し
て
い
き
た
い
。

　

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

①
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
の
方
針
は
基
本
設
計
に
ど
う
盛

り
込
ま
れ
た
か
。

　

②
照
明
機
器
に
高
効
率
機
器
を
採

用
し
、Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
等
に
努
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

①
図
書
館
で
は
Ｉ
Ｃ
タ
グ

を
利
用
し
た
自
動
貸
出
機
や
盗
難
防

止
用
の
ゲ
ー
ト
セ
ン
サ
ー
の
設
置
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ
ソ

コ
ン
の
設
置
、
公
民
館
で
パ
ソ
コ
ン

講
座
を
開
催
で
き
る
環
境
の
整
備
等

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

②
用
途
や
場
所
に
合
わ
せ
た
高
効

率
の
照
明
機
器
の
導
入
な
ど
、
建
物

の
環
境
性
能
に
配
慮
し
た
設
計
に
努

め
て
い
く
。

発
達
障
が
い
児
に
つ
い
て
き
め
細

や
か
な
支
援
を
実
施
し
て
ほ
し
い

市
立
小
・
中
学
校
の
歯
科
検
診
は

適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

仲
町
公
民
館
・
図
書
館
の
合
築
は

高
効
率
化
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
基
本
設
計
を

公

立

小
・
中

学

校

の

全
教
室
に
冷
房
化
実
現
を

生
き
生
き
し
た
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む

学
校
図
書
館
に
す
る
た
め
に

小
学
校
給
食
調
理
業
務
委
託
に

つ
い
て
十
分
な
検
討
を
求
め
た
い

小
平
市
の
小
・
中
学
生
の
体
力
、

運
動
能
力
等
は
大
丈
夫
な
の
か

立
川
市
清
掃
工
場
の
事
故
発
生
と

小
川
橋
の
改
善
に
つ
い
て

小

平

市

の

教

育

費

は

な

ぜ

低

い

の

か

玉
川
上
水
と
周
辺
環
境
を

環
境
教
育
と
し
て
生
か
せ
な
い
か

不
公
平
を
な
く
す
た
め
に
も
雨
水

分
流
地
域
の
整
備
促
進
を
求
め
る

虻

し
ょ

環 境

下水道
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 6/ 8  ～ 6 /29 

 9/ 6  ～ 9 /30 

 11/ 30  ～ 12 /21 
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21日

31：15

28：28

32：19

29：06

121時間08分

96

名 称 会 期 本会議
日 数

会 議
延 時 間

傍 聴
人 数

140

132

83

451人

前年から
の継続分

1

0

1

請 願

陳 情

合 計

7

10

17

4

0

4

2

0

2

1

0

1

0

0

0

1

0

1

0

10

10

受 理 採 択 不採択 取 り
下 げ

審議
未 了

継続
審 査

文書表
配 付

総 務 委 員 会 10 29：38 65 0

委 員 会 名 開 催
日 数

会 議
延時間

傍 聴
人 数

視察調査
回 数※

7 10：05 18 1
8 27：06 59 1
4 6：24 1 7
29日 73時間13分 143人 9回

1日 1分 0人 0回

生 活 文 教 委 員 会
厚 生 委 員 会
建 設 委 員 会
合 計

一 般 会 計 予 算 3 30：37 24 0
議 会 改 革 調 査 10 23：49 57 1
産 業 活 性 化 調 査 1 0：07 0 3
都市基盤整備調査 2 2：32 1 2

委 員 会 名 開 催
日 数

会 議
延時間

傍 聴
人 数

視察調査
回 数※

2 11：39 6 0
3 30：29 11 0
1 6：52 2 0
22日 106時間05分 101人 6回

特 別 会 計 予 算
一 般 会 計 決 算
特 別 会 計 決 算
合 計議 会 運 営 委 員 会

［常任委員会］

［ 本 会 議 ］

［特別委員会］

［請願・陳情］

12

9

6

3

学校図書館協力員による本の紹介


